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Abstract 

This report presents the results of analyzing the motives, etc. of the people who migrated to 

Kesennuma in Miyagi Prefecture after the Tohoku Earthquake and Tsunami 

Migration to a different region within Japan, especially to non-metropolitan areas, has 

become a trend since the second half of the aughts. Policies related to countryside 

revitalization implemented since 2014 to address the concentration of population in the Tokyo 

metropolitan area have improved the environment for people wishing to migrate to rural areas 

Many people also subsequently moved to the disaster-stricken area to participate in volunteer 

activities, and have continued to live there. Further, various factors during the recovery and 

reconstruction process contributed to the acceleration of population decline in the disaster-

stricken area. Therefore, even though the number of external migrants due to the disaster 1s 

limited, it is expected to play a certain role in the sustainable development of the region 

In this study, semi-structured interviews were conducted with eight individuals who moved 

to Kesennuma after the earthquake. Participants were chosen from those who had moved to 

Kesennuma in Miyagi Prefecture from other prefectures or municipalities after the Tohoku 

Earthquake and Tsunami, and at least three years had passed since their migration at the 

time of the interview. 

The results of the analysis confirmed that the primary reasons for migration were "assistance 

for disaster recovery and reconstruction," "formation of attachment to the region," and 

"marriage." We were also able to confirm the formation of ties between local residents and 

migrants, and amongst migrants. In addition, we identified factors characteristic of migration 

to disaster-stricken areas 
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はじめに

1.移住を取り巻く近年の状況

2000年代の後半以降日本国内における他地域への移住，とりわけ大都市圏以外への移住は一

つの潮流を形成しつつある。 2015年に実施された調査では， 2009年からの 5年間で移住者の

総数が約 4倍に増加したことが示されている（小田切・中島・阿部， 2016)。さらに昨今では，

東京圏への人口集中の是正を目的の一つとして 2014年から展開されている地方創生関連施策

の後押しもあり，地方移住を希望する者に対する環境整備がなされつつある。

上記の一方で，災害発生時においては発災後のボランティア活動等への参加を契機に被災地域

へ移住し，当該地域で継続して生活を営む者が多数確認できる（石塚， 2021;宮城県， 2017；指

出， 2016;渡邊 2013ほか）とともに，移住者によるコミュニティ（指出， 2016) も捉えられ

ている。近年では人的被害のみならず，復旧・復興過程における複合的な理由から被災地域の人

口減少の加速化（長谷川， 2019)が指摘されており，災害を契機とした外部からの移住者の存在

は，限定的な数ながらも以後の持続可能な地域づくりを志向するなかで一定の役割が期待される。

2. 既往研究と本稿の目的

被災地域への移住及び移住者に関して，事例記述の範疇では前掲のとおり複数確認できる一方

で，移住前後の個人の文脈に着日した調査研究はその端緒についたばかりである。

まず，移住者自身に着日した研究として，鈴木・山本・岡邑・榎井・志水・高原・宮前 (2023)

は，東日本大震災で被災した宮城県南三陸町を居住地として選択した若者のライフコースを分析

しており，対象者の多くがUターン者やIターン者といった移住者である。同論文では，地域コ

ミュニティヘの参加の程度が幸福に影響を与え得ること，震災復興過程における地域住民とのコ

ミュニケーションを通じてコミュニティの構成員となり社会的課題と自己実現の双方に取り組ん

でいることが示された。また， Iターン移住者の中でも，地域の風習に順応する者と，地域住民と

適度な距離を保ちながら関わる者の 2つのパターンがあることを指摘している。前者に類する I

ターン者の語りからは，地域住民との距離感や都会での生活との違いに難しさを抱える可能性を

考察している。加えて，楊・宮本 (2024)は，東日本大震災による福島第一原子力発電所事故の

影響を受けた福島県浜通り地域における移住者への調査に基づき，移住動機を「職業移住」（職を

求めて行われる移住），「関係移住J（地域社会との関係性に基づいて行われる移住），「複合型移住J

（職業と関係の両動機による移住）の 3つのパターンから整理を行なっている。

次いで，外部人材を受け入れる居住瑣境という観点から，東日本大震災後の宮城県石巻市中心

市街地を調査対象とした渡邊・真野 (2015)では，多様な職種の地域住民とのネットワークのハ

ブや起業を促進する受人組織，外部人材によるコミュニティをサポートする組織の整備を継続的

な居住に向けた課題として見出している。

上記に示した一連の研究では， ライフコースにおいて若者が被災地域を選択した背景や，移住

の動機継続的な居住に必要な環境面といった断片的な情報の整理に留まっている。被災地域と

いう特殊条件下において，移住者のみを取り上げて彼ら彼女ら自身が置かれた継時的な文脈に着

日して考察した研究は管見の限りない。

よって，本稿では東日本大震災以降一定の事例数が認知されつつある災害後の移住者につい

て，移住動機や移住後の生活の観点からその実態の一端を報告する。なお，全体の研究デザイン

としては，以後，事例数をさらに充実させる予定であり，本報告では原稿執筆時点で調査が完了

している 8名に対して予備的に分析を施した結果を提示する。

具体的には，東日本大震災で甚大な被害のあった宮城県気仙沼市を対象として，震災後の移住

者を対象とする。当該地域を対象地とした理由は，以下の通りである。まず， 2010年から 2020

年における人口減少率が県内 14市の中で最も高い地域である一方，前述の事例報告（指出， 2016;

宮城県， 2017)等からも震災後の移住者が一定数確認される。そして，移住者によって設立され

た法人や組織が気仙沼市とも連携し，それらを母体とするプロジェクトが全国的な波及を見せる
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など移住者の精力的な活動が確認できることもあり，人口減少地域における多様で特徴的な移住

者の姿を捉えることが可能であると判断したためである。

以上から，本研究からは，災害後の地域づくりに資する人材の確保に対する示唆とともに，前

掲のとおり推進されている地方部への移住推進施策に対しても重要な知見をももたらし得ると考

えられる。

気仙沼市の概要

気仙沼市は宮城県の北部に位置し，岩手県ー関市や陸前高田市と隣接する自治体である。世界

三大漁場「三陸沖」を擁していることから古くより漁業が盛んであり，水産業の振興上特に重要

な漁港として気仙沼漁港が特定第 3種漁港に指定されている。このようなことから気仙沼市は水

産業に関連する産業の集積地として栄えてきた。現在も年間の水揚高は高く，全国 11位の漁獲

量と金額を動かしている (2019年時点）。しかし，人口に関しては 1980年をピークに減少へと

転じているが， 日本全体における人口のピークが 2008年であることを踏まえると都市部への人

口流出は長年の課題であったといえる。東日本大震災の前年 (2010年）の人口総数は 74,368人

であり， 2024年 6月時点では 56,932人と 17,000人以上，人口が減少している。この減少率は

県内の自治体の中でも上位に位置しており，国勢調査によると 2010年から 2020年における人

口減少率は 17.3％と宮城県内 14市の中で最も高くなっている（朝日新聞， 2024)。このような背

景から気仙沼市では， 2016年 10月 1日に気仙沼市移住・定住支援センターMINATOを開設し，

専任の相談員を配置した上で，空き家や仕事に関する情報を集約し， WEBを活用した発信にも

取り組んでいる。ほかにも，気仙沼市では 2023年 5月20日よりけせんぬま未来人口会議を始動

させ，同年 8月 20日には気仙沼市持続可能な社会推進市民会議を立ち上げるなど気仙沼市の持

続性を高めるための活動を本格的に始動させている。

一方，気仙沼市では東日本大震災を契機に移住し，継続して居住している者が多数確認でき，

市内の若者や中高校生を対象とした地域の担い手育成事業や，市民が主役のまちづくりの実現を

目的とする気仙沼まち大学構想など，報道等を通じて全国的にも話題を提供する活動が展開され

ている。このように人口減少率は県内上位に位置する自治体となってはいるが，精力的な活動を

展開する移住者も多数存在するのが気仙沼市の現状である。

調査の概要

1.調査方法

本研究では，震災後に気仙沼市に移住した者に対して半構造化インタビューを実施した。対象

者の選定基準は，東日本大震災以後に他の都道府県・市町村から気仙沼市に転人した者及びイン

タビュ一時点で転人から 3年以上が経過している者とした。また，除外基準は気仙沼市出身の者

（いわゆる Uターン者）とした。

対象者の選定にあたっては，既に著者と面識のあった研究対象者2名（後に示す表 1中のA・

B)を基点として，上記の選定条件に該当する者を紹介してもらうスノーボールサンプリング法

を採用した。本研究の研究対象者の母集団全体を事前に把握できないことをその理由とする。

質問項目は，移住者を対象とした先行研究群（浅井・熊谷， 2021; 加藤•前村， 2021; 小原，

2020), 地域社会における社会ネットワークに関する先行研究群（粂原・竹内・中島， 2019;萩

原・星野・橋本・九鬼， 2011),移住者の居住現境に関する先行研究群（小山・大月， 2021;渡

邊・真野， 2015)を参考に，年齢・家族構成・当該地域に転人した年月等の基礎情報のほか，当

該地域と接点を持ったきっかけ，移住の動機，住まいや仕事をどのように確保したか，移住後の

価値観の変化等として，移住以前からのライフストーリーを時系列に沿って聞き取る形を韮本と

した。

インタビューは 2023年 10月から 2024年 3月にかけて実施した。
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2.調査対象者

調査対象者の一覧を表 1に示す。

表 lインタビュー対象者一覧

対象者 年代 性別 家族構成 職業 転入年 出身地 前居住地

A 30代 男 夫婦・子 団体代表 2011年 兵庫県 東京都

B 30代 男 夫婦 団体職員 2015年 福井県 栃木県

C 40代 女 夫婦・子 団体職員 2015年 千葉県 京都府

D 30代 女 夫婦・子 個人事業 2014年 奈良県 奈良県

E 20代 女 単身 団体職員 2018年 山口県 広島県

F 30代 女 夫婦・子 団体職員 2017年 宮城県 宮城県

G 30代 女 夫婦・子 無職 2013年 千葉県 栃木県

H 30代 女 単身 団体職員 2016年 北海道 北海道

3.倫理的配慮

本研究の実施にあたり，研究代表者の所属する大学の研究倫理審査委員会での審査を受けて承

認を得た（承認番号令和 5年度宮城大第 350号）。

移住者の自活のプロセス

本項では，表 1に示した合計8名へのインタビューから得られた語りをもとに，まずは移住者

の自活のプロセスを示す。具体的には，「移住に影響を与えた主たる要素J「住居の確保Ji仕事の

確保」について述べる。

1.移住に影響を与えた主たる要素

まず，全ての対象者のインタビューから得られた語りをもとに，移住，または，移住前におけ

る当該地域への継続的関与に直接的・間接的に影響を与えたと考えられるイベントや内的な変化

等に着日した。次いで，質的研究手法の一つである修正版グラウンデッド・セオリー・アプロー

チ (M-GTA)による概念導出プロセスを参考に，上記の着日箇所を対象として，複数の類似する

語りを集約し，共通する要素に見出しをつける処理を施した。結果的に，移住に影響を与えた主

たる契機や内的な変化と考えられる要素は，大きく， 9災害復旧・支援J「地域への愛着の醸成J

「地域住民や移住者からの影響Ji仕事に対する意味づけ」「結婚J9暮らし」の 6つに分類された。

以下に各項目とそれらの導出に用いられた語りについて，抜粋して示すこととする。なお，東日

本大震災被災地における移住者の移住動機に関しては，先述した楊•宮本 (2024) で大まかな 3

つの類型（「職業移住J「関係移住J9複合型移住J)が示されており， これらの類型も念頭に置き

つつも，同論文で触れられていない観点や被災地特有の文脈にも着目して上記の手続きを進めた。

(1)災害復旧・復興支援

移住が意識された契機の一つとして，「災害復旧・復興支援Jに関する言及があった。このこと

は被災地への移住に特有な事柄である。震災翌月から気仙沼市に人り活動していたAは，緊急支

援として地域に人り，その後，中長期的に地域に関わることを決めた過程を，次のように語って

いる。

「（住民票を）中野においた支支やって。中野区民税の督侭央支くってて。（～中略～）納

税幻復興支援ぐらいかなのテンションで住民票を紅仙沼に入れて。（～中略～）唐桑総令
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支噺に住民票の舷入屈梼って汀ったら，その思口のおばちゃんり知り令いこ rほんとに
いいの？住民票移してJって。住民票ぐらい移すでしよみたいな。（～中略～）衣籍移す

わけでるないだろうし，ぐらいの感じでしたけど；別には当局は移住という屍念がなかっ

たのこJ

「（住民）さんの思いとしては，衣当は地元がやらなきゃいけないガレキの片がけとかをボ‘

ランティアで外から央てくれている人たちが‘代わりにやってくれていると。それはらうほ

んとに市し訳ないし，ありがたいと。（～中略～）それが‘(2011年の）年未ぐらいに衣人

は覚えてへんのやけど‘ら，—/ii/言ったのは， rこれから一緒にやっていくべし， このIJJJの

ためにJみたいな感じのことを，—/ii/勿り替わったことがあって。それが‘すごい[/J般的こ

被災者と支援者じゃなくて。J

らグレキの片がけが終わって， 己／iiJしようってなった局に，幅ろうかなという選択殷ら

あったんやけど；めちゃくちゃ地元の人のメンタルが落ち支くってて，仮設住宅に (2011

年）夏肪に入ってから。（～中略～）ガレキ片がいたんで幅り支すみたいなのはちょっと

違うなというか。（～中略～）よそ者として， らうちょっと緊怠支援じゃなくて， 中炎朗

的な復興支ちづくりみたい，復／B支援じゃなくて復興支ちづくりみたいなのを地元の人と

できたらおりろいかなっていうのはそのタイミングで思って。」 (A)

このように，はじめはそれほど重く考えずに，納税も一種の復興支援と認識して気仙沼市に住

民票を移した。その後，活動を通じた住民との関係性の変化，つまり，被災者と支援者という線

引きがなされる存在ではなく，「仲間」的な関係性が育まれるなかで，被災直後の緊急支援という

フェーズ以降も地域に残って関わり続けたいという思いを抱くようになっていった。

また， Hは震災による強い揺れを経験したことが衝撃として記憶に残り，「災害復旧・復興Jヘ

の思いによって，北海道から，気仙沼市内で活動する NPOに転職し移住した。

r(JI[B衣人震災で）初めてけ分が強い地霞経験して， 傭訪充から）幅れなくなって，津
波とかですごい状態だっていうのを空港着いてから初めて知って，それが‘ずっとけ分の中

で／ii]か衝撃的己 （～中略～）忘れられなくって，／ii]か闊わる仕算できたらなっていうの

はずっと心の中にどっかにあって。（～中略～）いろいろ傑してて（仕算を）足つけてっ

ていう感じです。J

r霞災から 5年経ったぐらいだったんですけど；ぁ支りテレビとかで取り扱いが少なく
なって，どうなってるのかなっていうのり賓になってたの己それをけ分でら足たかっ

たっていうのりあり支す。」 (H)

他方， Gは農業を通じた支援活動によって、移住前から気仙沼市内の事業者と関係性を有して

いた。当該事業者が市内で新規事業を開始するタイミングで現地スタッフとして声がかかり，移

住することとなった。

AとGは被災後から関わってきた地域住民との関係性に触れ， Hは大災害の経験を踏まえた被

災地への貢献意欲を語った。それらが移住や継続的な関わりを持つ要因となっており，三者に共

通して，被災地に対する一種の使命感と役割のようなものが根底にあると捉えられよう。

(2)地域への愛着の醸成

主たる要素の 2つ日として，地域への愛着の醸成があげられる。

Dは，移住前に通っていたボランティア活動を通じて，地域住民と顔の見える関係になってい

く過程を通じて，一対ーで付き合えている感覚を得ていったと話す。

「（表ランティアは）私の中己初めてサークル活動したみたいな感じ己榮しかったです。

己それが地坑にHに足えて，『支た央たんだねJみたいな感じになってくみたいなのか‘;
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すごいうれしくて。でら，じやあ地城Lのためにこれをしたい，みたいな思いがあったって

いったらそうではなく，多分，そういう榮しいベースだったなっていうのを思ってい支

す。J

r私は（住民の暫を）覚えてるけど；あん忠呵こうは覚えてないなと思うんです。なんで
すけど； やっぱだから覚えてららうとうれいいなっていう感寛忍J

［大学3年己就活考えようかなっていう闘朗己やりたい仕算が実際なくって，例えば

就活をするか，みたいなD机りに，みんな紺構，多分やりたいことがある人は，このジャン

ルの仕算をつて感じですけどし紺構，私のらうあん支り局りとかだと，とりあえずいろん

なところを広く受けていくみたいな。（～中略～）いろいろ受けていくみたいな人が多い

中，「う一ん」みたいな。じやあ，湯噺ぐらい，紅仙沼で仕算をしたいかな，みたいな。

どうぜ，みんな配属でいろんなとこに飛ばされるじゃないですか，全国の玲社だと。紅仙

沼で仕算をしたいかなと思いJ(D) 

その結果として，大学卒業の就職のタイミングで働く場所として気仙沼市を選択した。

他方， Bは親族である Aが気仙沼市で活動していたこともあり，大学時代からボランティアと

して当該地域に通い，また就職してからも定期的に訪れていた。その過程で，苫境に遭いながら

も力強く生きる地域住民の退しさに触れ，「逆に得たもののほうがすごくたくさんあった」と語っ

た。そして，その後の移住の大きな要因の一つとして，「消滅可能性都市」（増田， 2014)が示さ

れた，いわゆる増田レポートの発表を挙げた。消滅可能性都市に気仙沼市が合まれていたためで

ある。

パ気仙沼から）ららったかのが‘すごい多くて，闊わり続けようと思って，でる闊わり続け

る先が‘らうない（筆者注：消滅する）からしれないってなったときに， rそれでいいんだっ
け？Jっていうふうには思ったのか‘;2013年で。（～中略～）汀きたい紅梼ちがあるし。

それだったら厄う汀こうJというふうに思って。」 (B)

このように，地域住民との関わりを通じて愛着が育まれており，就職や地域を取り巻く変化の

タイミングで移住を果たしている。

(3)地域住民や移住者からの影響

次いで，地域に住んでいる人からの影響が挙げられる。 Eは先住者の生き方がロールモデルと

なり，自身の人生の選択肢に移住という選択肢が芽生えたことを語っている。

［大学生になったときに， 1/ii/汀ってみようかなみたいな。そんなにかしこ支った感じっ

ていうか，汀ってみるかみたいな感じで汀ったのがきっかけ己初めて央て。唐桑の人た

ちとか，移住者の人たちから，そういう人たちに州玲ってほん支にすごいなって。すごく

キラキラして足えたというかワクワクしたんです。らう少し知りたいって思って，そこか

ら通うようになってっていうのが始支り。通い始めて／ii]/ii/か汀くうちに，移住者の住んで

る生活する様子とか，いろんな仕算してる様子とかを足て，こういう生き方りあるんだみ

たいに思って，け分の選択殷の中にその生き方が入ってきて。今支で那玲で働くとかOL

でバリバリゃんのかなって思ってたけど；こっちの生き方ら面臼そうってなって移住した

んです。」 (E)

このように， Eは気仙沼に足を連ぶまでは別のライフコースを考えていたが，現地に訪れ地域

で活動する人たちと出会ったことにより，進路が変わり移住するに至った。また，気仙沼に先に

移住した者の存在が背中を押したケースもある。 Bはやりとりの中でこのように語っている。
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（閲き手：Aさんがいなかったら，紅仙沼じゃないとこに汀ってたとかあり支す？J

r（そう）だと思い支す。どこに汀ったかわかんないですけど；どこかしら，／ii]かしらで足
つけてたんだろうなと。J

り態より先に移住してる子たちがその屹慮己 2,3人ぐらいいて，そういうのとか見て移

住っていう選択肢があるんだなって思って。J(B) 

移住先が，被災地のどこかではなく，気仙沼であることの理由に，先に移住した者たちの存在

が影響している。地域に移住者が生活していることは，次なる移住者を生み出す一つの要因になっ

ているといえよう。

(4)仕事に対する意味づけ

移住者たちは，移住前の仕事と気仙沼での仕事との意味づけに違いが出たことを明かしている。

「膚職は） ／ii]の役に立ってたのかなっていうのりあったんです。（～中略～）い支は私が‘

一人芍深駆を足つけて，それに合った企固を捉案して，これやっていいですか，いいよっ

て言われて，やらぜてららって，みたいのが多いのこ一人でやる大変さはあるけど‘ら，

H分で考えた企固炭こんなに形になる，しから，それが‘一つの地区で汀われるって，紺構

すごいことだから， そこにやりが‘いはあるのかな。」 (F)

また Bも前職では「誰のために働いているんだっけ」と考えていたという。それが気仙沼では

「自分が思う人にちゃんと届けられる仕事をしてる人たち」と出会い，一緒に働きたいと思ったこ

とを語っている。

このように，仕事のやりがいや他者のために働く仲間の存在が，移住の要因にもなり，また，

暮らしを充実させる要素となっている。

(5)結婚

Cは移住の要因を一言で明確に語っている。

r1結婚を機に移住，短く言うとそういうことです。」 (C)

Fも結婚後，出産を機にパートナーがいる気仙沼に移住している。また Dは，「子どもが産ま

れてから」気仙沼の地域にホーム感を感じるようになった。さらに「都会での子育ての方が絶対

不便Jだと語り，車で日的地まで移動できる気仙沼での暮らしに子育ての便利さを感じている。

このように結婚や出産，育児といったライフステージの変化が移住や定着のきっかけとなってい

るケースも見られた。

(6)暮らし

気仙沼での暮らしを， Fは「程よく暮らしやすい」と表現している。ほかにも理想の暮らしを

求めて移り住んだことや，移住後に地域の暮らしに魅力を感じていることが移住者たちから語ら

れた。

「（移住肪は）け分生活の中に季節感が全然ないなと思って，／ii]かそれを続けていくのはす

ごいちょっと窄いなっては思って，らうちょっとちゃんと，季節季節を感じたいなってい

うふうに思って。J(B) 

r暮らしで言うと， すごくけ分は合ってるっていうのはあって。畑があったり患があって
旅肋『さんがいてっていう，た支に旅に汀ったりとか，焦ららったりとかプレゼン｝ってい
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うか。暮らしだったりとか。あとは，局りの人が声かけてくれたりとか。J(E) 

都市部と比較して自然との距離が近い気仙沼での暮らしは，生活の充実度と関連づけて語られ

るケースがこの他にも複数確認できる。こうした語りから，暮らしのあり方は移住後の生活を支

える要因になっているといえるだろう。

2.住居の確保

他の地域から移住するにあたり，住環境の確保は必要不可欠である。 CとFは結婚したパート

ナーの家に住むことが決まっていたが，他の移住者たちは移住を決めた際に住居を確保しなけれ

ばならなかった。彼ら彼女らの住居の確保の仕方は，いくつかのパターンに整理することができ

る。まずは地域住民の家に間借りするパターンがある。 AとDははじめ，地域住民の方の家に居

候していたと語る。

「こっちで受け入れててくれた（地屈住民）さんっていう，おうちの離れで屈候してたん

ですけどり。」 (A)

また， B・Eは先輩移住者から， G・Hは職場の方からの紹介により，それぞれシェアハウスを

見つけ住み始めた。

r住む湯噺なくって， （勉屈住民）さんに深してららって， （～中略～）シェアハウスみた
いにして一般らいいよっていうとこがあって，そこで／iiJ年間か住んで支した。」 (H)

被災地ということもあり住居確保の難しさがある中で，地域の住宅情報が容易に手に人らない

移住者は，人的ネットワークを介して地域住民から住まいの情報を手に人れていたことがわかる。

また，移住当初は，シェアハウスで他者と暮らす移住者も多くいた。 Eは困った時に相談する人

としてシェアハウスでの同居人の名前を挙げている。このように，移住者における住居の意味は，

住むためだけでなく生活の支えとなっているケースが見受けられた。

3.仕事の確保

住居の確保と同時に仕事の確保も生計を立てる上では重要である。

Aの移住 1年日は被災地での活動を応援していた大学の先輩が友人から集めた寄付金を原資に

生活をしており， 2年日からは復興支援をテーマとする民間の助成金を得た。その後， 3年日は

市役所職員からの声がけがあって復興支援員に任用され，その後自身で一般社団法人を設立した。

Bは親族であった Aが一般社団法人を設立するタイミングで参圃した。

Cは移住後，面識のあった市役所職員から仕事の紹介を得たという。

「（観光荼関体）で「ちょうど入が必要になるので働かない？Jっていうふうに言われて，

「じやあお役に立てることがあれは1みたいな感じで入った。」 (C)

このほか，先輩移住者からの紹介 (D• E),人伝の紹介（G),移住後に一般的な求人情報に触

れたこと (F)がきっかけとなっていた。 H は，被災地に貢献する仕事を探しており，東京の社

会起業家育成を行う NPOが運営していた，被災地の経営者を支えるプロジェクトでの求人を見

つけて応募した。また，受け人れ先の体制変更等もあり，移住前に想定していた仕事と異なる仕

事につく場合も散見された (B• D • G)。以上から，本調査では，明確に被災地での特定の仕事

（対価を得るという意味での）を念頭に置いて移住したのはHのみといえよう。
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他者との関係性の構築，地域の捉え方

本項では，主に移住後に関する語りを対象として，各対象者と地域における他者との関係性の

構築や，地域の捉え方の変化について見ていく。他者との関係性の観点では，地域住民のほか，

他の移住者との関係性についても日を向ける。

1.地域住民との関係性の構築

地域住民とのつながりは多くの対象者から確認できた語りである。

r（イベン｝等で）みんな玲えば1iJ店者り知り合いやし，お客さんらみんな知り合いだし，
歩いてて人と玲うのは，私紺構紅仙沼の好きなとこなんこコンビニで玲うじゃないです

けぶお店の人り知り伶いなのは，それが嫌で州て汀く人たちが多いからしれないですけ

ぶ私はそれが好きでここにい支す。J(D) 

「アワビららって幅ってきたりとか。ちょっとうろうろしただけ己すごいいっぱいららっ

たりするとか。ほんと対仙沼民になったというか，ありがたいと思い支す。rやったりとっ
たりJ（筆者注：かののやり放りを惣味する方言）というやつです。」「子供の汀動箭偲が；

とてりやりやすく，みんな袈切だし，保庁房とか，あと保庁房の肪に汀ってた小親炭算業

型保庁噺みたいなところりあるんですけど；衣当にありが‘とうござい支す，先生たちと地

域0人たち等のおかげでやれたって思って支す。」 (C)

r仰いい人たちで隻支るようになって，毎B人の家を術環して歩いて，練り歩き。（～中略
～）その人たちが‘すごい助けてくれて，離乳度をみんなで炸ろうとか，助け令って。J(F)

このように，顔見知りの人たちがまちに多数いることのほか， もののやり取りや人びとの助け

合いを通じて，まちに対して好意的な印象や他者への感謝の思いを抱いている。

2.移住者同士の関係性の構築

移住者同士の関係性の構築も複数の語りから確認された。

(2015年に紺構唐桑の移住者が‘表ンて僧えたんですよ。（～中略～）娠やかメンバーが‘}‘‘

サッと央たのが'2015年こ（～中略～）それ己すごい，やっぱりそれは嬉しくて。」(A)

「やっぱ／饂賢‘いるっていうのは。（シェアハウスで）当局4人で住んでたときは，すごく

心強かったし，け分のなんか思うこととから，瞥段闊わる人が‘すごいLだから理解できな

いこととかあるじゃないですか。けど；家に幅ると闘悦代の人が‘いて，／今Bこんなこと

あったんだけどさJ『分かるJみたいなどかっていうささいな玲話が紺構励みになるとい

うか。」 (E)

自身と同じ地域に，新たな移住者が来ることへの嬉しさのほか，同世代の移住者間で悩み等を

共有できる環境に対して，ポジティブな印象を持っている。

3. 地域への愛着の醸成とホーム感

さらに，地域への愛着の醸成と，移住者が持つホームであるという感覚，いわば「ホーム感J

とも言える語りが複数の対象者から捉えられた。

Cは，結婚を契機とする移住者であったが，生活するなかでの人との触れ合いを通じて，地域

に愛着を抱いてくプロセスを語った。また， Bからも同様の語りが得られた。
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r妥ちのことが好きだから央たわけじゃないんですけど； よく分かんないで央たけど；好
きな人が支ちにできてくるわけです。ってなると，丈ちのことをそっから好きになるって

いう過租を経ていると恩ってJ(C) 

「最初はそういう穀しい人たちがたくさんいるから好きになってたJ(B) 

さらに， BとDは，移住してきた気仙沼市を，自身のホームとして感じている。

り態のこと知ってくれてる人が； 妥ちの中にいるっていう感寛己 ホーム感炭屡の中にあ

るかなっていう。屈湯所を勉の人が；屡を認識してくれてるからこそ屈湯jlJfがあるってい

う感寛。J(B) 

「それ支では，そこ支で水住って惣識はしてなかったけど；紺婚って考えてきたら， らう

全然永住してらいいな，みたいな。J

儀7き手：でり（実寂に）帰ってらしばらく経ったら「やっは肩桑幅ろう」みたいな感じ

なんですか？）

「最近持に思うようになり支した。（～中略～）らうこっちが蒙やなって感じはし支す」「で

らそれりやっぱ子ど‘ら生支れてからかなと思い支す」「こっちら親になってし支ったから

親のH線として，あん支り娘でらいていられないなって思うようになってきたっていうの

りあり支す。だからやっぱこっちに幅ってきたらけ白というか。親，闊と過保護やって

話じゃないですけど；紺構こ丈くて怒られるん己い支だに。J(D) 

これらの過程では，家族の存在や，知り合い等の他者との関係性が，「ホーム感」を想起させる

主軸にあるといえよう。

おわりに

1.小括

被災地への移住に至った経緯としては，大きく「災害復旧・支援J「地域への愛着の醸成」「地

域住民や移住者からの影響Ji仕事に対する意味づけ」「結婚Ji暮らし」に分類された。被災地特

有の要素として，被災地に対する使命感や役割という要素が見られる点や移住を行う際に求める

住環境の水準が高くない点などが挙げられる。住現境の水準については，一般的に「衣食住Jと

いう言葉が示すように生きるために必要な要素を確保することの優先度が高くなるはずである。

しかし，本報告で扱った事例では住まいは地域住民の家に居候するパターンや，移住者が集まる

シェアハウスに住むパターンなど独立した住居を確保することにこだわりが見られない。また仕

事においても移住してから仕事を探すパターンや，当面の活動資金を確保した上で被災地の活動

に従事する例などが挙げられ，給与や福利厚生などのような社会保障的な側面を意識する様子が

見られない例が占めた。このような点が「被災地への移住」の特徴として現れていると推察され

る。要因としては，津波被災によって住居ストックが不足し，元々暮らしていた住民さえも住居

を確保できずにおり，仕事も探している人が多く存在する状況において，平均的な住環境を求め

る意欲が生じなかったと考える。一方で，先輩移住者や地域住民との中で自らの居場所を見出し

ていたり，食べるために働くのではなく地域における役割や仕事における意味を大事にしている

様子が現れている。また生活していく過程で生じるライフステージの変化が気仙沼の魅力発見に

つながる様子や風土や慣習へ適応することによってホーム感や愛着に繋がり，一種の充実感に繋

がっていることが結果として得られた。

以上の点から被災地への移住を捉える上では，住まいや仕事の水準に焦点を当てるのではなく，
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居場所や役割， ライフステージ，地域環境（風土・慣習など）など客観的には価値を捕捉し難い

要素に焦点を当てる必要があることが示唆された。

2.気づきと展望

本報告をまとめる過程で得た気づきを整理したい。一般的に生活の基本として食べること，着

ること，住まうこと，つまり「衣食住」が原則として挙げられるが，被災地への移住の例を見る

と「衣食住Jというよりも，自らの居場所や地域における役割を求める傾向が強いように捉えら

れる。またこれらの活動が彼ら彼女らの充実感に繋がっていると推察される。このようなことか

ら，「衣食住Jに変わり「居（住まい，居場所）・職（仕事，役割）・充（ライフステージや地域環

境を含む充実感）」という概念で被災地への移住を捉えることはできないかと考えるに至った。ま

た，居・職と充は並列な関係ではなく，相互補完的な関係性にあり，そこにはソーシャルキャピ

タルが影響しているのではないかとの仮説を立てた。そのため，今後は「居・職＝充」を仮のフ

レームワークとして打ち立て，被災地への移住・定着を射程とするモデルを探究していきたい。
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